
公現後第 4 主日礼拝説教「神の知恵が結ぶ実り」予稿 

日本基督教団石神井教会 2026 年 2 月 1 日 

【旧約聖書日課】箴言 2章1～9節 
1  わが子よ 

わたしの言葉を受け入れ、戒めを大切にして 

2  知恵に耳を傾け、英知に心を向けるなら 
3  分別に呼びかけ、英知に向かって声をあげるなら 
4  銀を求めるようにそれを尋ね 

宝物を求めるようにそれを捜すなら 
5  あなたは主を畏れることを悟り 

神を知ることに到達するであろう。 

6  知恵を授けるのは主。 

主の口は知識と英知を与える。 
7  主は正しい人のために力を 

完全な道を歩く人のために盾を備えて 
8  裁きの道を守り 

主の慈しみに生きる人の道を見守ってくださる。 

9  また、あなたは悟るであろう 

正義と裁きと公平はすべて幸いに導く、と。 

【使徒書日課】コリントの信徒への手紙一 2章6～10節 
6しかし、わたしたちは、信仰に成熟した人たちの間では知恵を語ります。

それはこの世の知恵ではなく、また、この世の滅びゆく支配者たちの知恵で

もありません。7わたしたちが語るのは、隠されていた、神秘としての神の知

恵であり、神がわたしたちに栄光を与えるために、世界の始まる前から定め

ておられたものです。8この世の支配者たちはだれ一人、この知恵を理解しま

せんでした。もし理解していたら、栄光の主を十字架につけはしなかったで

しょう。9しかし、このことは、 

「目が見もせず、耳が聞きもせず、 

人の心に思い浮かびもしなかったことを、 

神は御自分を愛する者たちに準備された」 

と書いてあるとおりです。10わたしたちには、神が“霊”によってそのことを明

らかに示してくださいました。“霊”は一切のことを、神の深みさえも究めま

す。 
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【福音書日課】マルコによる福音書 4章1～9節 
1イエスは、再び湖のほとりで教え始められた。おびただしい群衆が、そば

に集まって来た。そこで、イエスは舟に乗って腰を下ろし、湖の上におられ

たが、群衆は皆、湖畔にいた。2イエスはたとえでいろいろと教えられ、その

中で次のように言われた。3「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行

った。4蒔いている間に、ある種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。5

ほかの種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を

出した。6しかし、日が昇ると焼けて、根がないために枯れてしまった。7ほ

かの種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて覆いふさいだので、実を結ばな

かった。8また、ほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って実を結び、ある

ものは三十倍、あるものは六十倍、あるものは百倍にもなった。」9そして、

「聞く耳のある者は聞きなさい」と言われた。 

「よく聞きなさい」【こども説教のために】 

主イエスは、湖のほとりで漁師たちを弟子にされてから、彼らを連れて人々

にお教えになられました。弟子たちの住むカファルナウムの町でも、主イエ

スは教えをなさいました。すると、その教えを聞こうと、多くの人が集まっ

て来るようになったのです。はじめは、安息日の会堂や弟子の家でお教えに

なることが多かったようです。けれども、あまりに多くの人々が集まって来

るようになると、主イエスは、会堂を出て、家を出て、屋外で教えられるよ

うになったのです。山の上で、また湖のほとりで、主イエスは、人々にお語

りになられました。 

湖のほとりでお教えになられていたときのことです。その日は、あまりに

人が多く集まって来ていたために、主イエスは、弟子の舟に乗って湖の上か

ら、湖畔にいる人々に向かってお教えになられていました。そして、「よく聞

きなさい」と、一つのたとえをお語りになられたのです。 

「種を蒔く人が種蒔きに出て行った…」 

弟子たちは、このたとえの教えが気になったようです。憶えていて、後か

ら主イエスに、このたとえのことを聞き直したと言います。その彼らに、主

イエスはおっしゃいました、「種を蒔く人は、神の言葉を蒔くのである」（4:14）。 

多くの教えをたとえでお語りになられた主イエスは、その言葉のすべてが、

人々の心に届き、良い実を結ぶようになるとは思われていなかったのかもし

れません。人は、それほど良く聞いていないものだからです。それでも、お

語りになられました。お語りになられた御言葉のいくつかが、必ずその人の

「良い土地」にも届き、何十倍にも実を結ばせるようになると信じていらし

たからなのです。 
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主イエスは「湖の上」 

先週は、一年前の一月に逝去された故 K姉の埋葬のために、富士山の裾野

にある霊園墓地まで出かけてきました。たまたま、わたしの両祖父母や父な

ど親族の多くが埋葬されている墓地でしたので、わたしにとっては馴染みの

あるところです。天気が良ければ素晴らしい眺望の墓地なのです。あいにく、

このたびの埋葬の当日は、寒波の中、粉雪の舞う曇天で、眺めを楽しむ間も

なく、大慌てで式を進めなくてはなりませんでした。主イエスが「山上の説

教」をなさったのは、このような山腹の開けたところだったのではないかと、

想像させられるところなのです。 

主イエスが宣教活動の拠点にされたというカファルナウムの町はずれに、

「山上の説教」をなさったとされる小高い丘ほどの山があるそうです。その

山の上からはガリラヤ湖が見渡せる、と聞いたことがあります。カファルナ

ウムの町は、湖に面していたのです。その町で、多くの人を連れて屋外で教

えようとなさるのならば、山に登るよりも、湖のほとりに行かれる方が、は

るかに容易だったことでしょう。 

ある日、湖のほとりに集まってきたおびただしい群衆を前に、主イエスご

自身は、舟に乗って湖の上からお語りになられました。どうも、そのように

して教えられることが、たびたびあったようです（3:9参照）。この町に家を

持つ弟子たちのうち少なくとも四人は漁師でしたから、彼らの持ち舟があり

ました。その舟を出させて、主イエスは乗り込み、岸辺に集まった人々にお

語りになられたのです。 

それは、いつもの光景だったのに違いありません。あらためて、その様子

を説明するまでもなかったかもしれません。けれども、弟子たちは、その光

景の中で主イエスがお語りになられた一つのたとえを、特別な思いで受けと

めたのです。「種を蒔く人のたとえ」です。後段（10~20節）には、おそらく

後日談と思われる弟子たちだけにお語りになられた主イエスの言葉が、割り

込んで置かれています。「マルコ福音書」は、さらに、この湖のほとりでたと

えを用いてお語りになられたという場面に続いて、主イエスが弟子たちを連

れて湖を渡って行かれたことを伝えているのです。 

その日の夕方になって、主イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言

われた。（4:35） 

岸辺に立つ人々を前に、舟に乗って湖の上からお語りになられた主イエス

は、弟子たちだけでなく、その人々にも、「向こう岸に渡ろう」と呼びかけた

い思いでいらしたのかもしれません。いいえ、まずはその前に、「水の中を通

って、わたしの乗る舟に来なさい」と、招こうとされていたのではないでし

ょうか。あの群衆を、そして、わたしたちを。 
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「種」は、芽生え、育って実を結ぶ 

主イエスがどこに行っても教えを語られたのは、ただご自分の知るところ

を伝授されるためではありません。主イエスは、湖のほとりで漁師たちを見

つけて、「わたしについて来なさい」（1:17）と呼びかけられました。収税所

に座っている者には、「わたしに従いなさい」（2:14）と呼びかけられました。

主イエスはいつも、ご自分と共に行かれる者をお探しだったのです。ご自分

の行く道を共に歩む者をお求めだったのです。 

けれども、人は、得てして教えを聞くことで満足するものです。新しい知

識を得ることを望み、自分の心や頭が新たにされることは求めても、自分の

人生の時間を割いて誰かと共に歩むということには、慎重になります。誰か

が成し遂げてくれることを期待しても、その人とどこまでも行動を共にする

と決心するまでには、なかなかなりません。 

いいえ、実際には、多くの人は、そういうことをしているのかもしれませ

ん。お気に入りの歌手やアイドルを追いかけ、ライブがあれば全国どこまで

も駆けつける、という人は少なくないのです。特定の有名人をお気に入りと

して、その人の発言を追い、服装や持ち物を真似るといったことを「押し活」

と呼んで、テレビなどがおもしろおかしく伝えています。政治家たちのこと

さえ、そのような対象としてメディアによって伝えられるので、実際には会

ったこともない政治家とまるで一心同体にでもなったような振る舞いをする

人は、世の中に一定数いるのです。その者が、自分たちをどこに連れて行こ

うとしているのかも、本当には分からないまま、着いて行ってしまうという

ことを、人は、古今東西、幾度繰り返してきたことかと思います。 

主イエスがわたしたちをご自分の行く道に誘われるとき、わたしたちは、

盲目的に行く先も知らずについて行くことを求められているわけではありま

せん。主イエスは、その行く道で、ご自身も、従う者たちも、蒔かれた種が

良い実を結ぶようになることを求められているのです。そのためにこそ、主

イエスは、お教えになられました。「神の国の福音」をお教えになられ、「神

の言葉」を聞くようにとお励ましくださったのです。 

「よく聞きなさい」と、主イエスは言われます。聞いても、すぐに忘れて

しまうかもしれません。喜んで聞いているようで、曲解しているかもしれま

せん。御言葉の実りを結ばせる「種」は、わずかかもしれません。それでも、

「ほかの種は良い土地に落ちる」と、主イエスは言われます。わたしたちの

中に、御言葉が実を結ばせる良い土地が必ずあるのです。そこに届くまで、

「種を蒔く人」は、忍耐強く種蒔きを続けるのです。わたしたちは、自分た

ちの中に良い土地が必ずあることを信じて、そこに蒔かれた種が必ず実りを

結ばせることを信じて、主イエスの舟に共々にお乗せいただくのです。 


